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c) テーマ TAKAOKA DREAMS 
 －『匠の技』・『デザイン』・『現代の技術』－

























































































































































































































































































“AU”  Edra 空間の中に置かれた人が集まる場所として
のアイランドソファー。組み合わせによって表情が変
わる。






























































“Shiki” E. Di Padova アルミを折り曲げることによって
できた仕切り。





























　Interni Green Energy Design　インテルニ・グリー
ン・エナジー・デザイン　スタルクなどが参加。





















































































































































































































































































竹平栄太郎氏 鳥田宗吾氏 折井宏司氏 竹内修氏
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すればよいかが今後の課題と思います。
伊藤志信
　私たちはデザインする時に２つの方法があって、１
つは、マスプロダクション、もう１つが汎工芸的なも
のです。両方とも職人さんと密接な関係があります。
前者は型作りで、後者は製品そのものの手加工の部分
です。デザイナー、建築家、職人の方からの新しい技
法のアプローチとかを相互に出し合って触発し合う関
係でやりたいと思っています。
伊藤　節
　一つの製品の中に、いろいろの材料とか工法が混
ざっているモノというのは、一概に良いか疑問があり
ます。高岡ブランドという将来的な見せ方を考えた時
に、一つのモノに全部の素材や技術を入れ込むのでは
なく、色々のモノを見せる中で豊富な技法や素材や考
え方が、塊になって見せるような見せ方が必要かと思
います。ブランドの成功例には、自分の固有技術の他
に、他社の技術も取り入れて他のメーカーさんと組ん
で、ブランドの中にいろんな技術とかマテリアルをエ
ディションして、編集してブランドを新たに築き上げ
たりしています。
グレゴリオ
　ここではっきり言えるのは「偉大なデザイナーに
は、偉大な職人が必要である」ということです。偉大
というのは、優秀なという意味です。高岡には優秀な
職人さんが多数いらっしゃいますが、これからのプロ
ジェクトとして発展させて行く為には、優秀なデザイ
ナーを出会わせる機会を作っていくことが大事だと思
います。
前田
　本セッションのまとめをしたいと思います。高岡に
は素晴らしい日本の伝統の技が息づいています。しか
しこういうものが今徐々に失いつつあるというのが現
実でもあります。この失いつつある匠の技を、新たな
確かな価値観をもって、日本の良さとして、現代のも
のに活かして行くことは高岡の関係者の最重要の課題
であり、切なる願いだと思います。芸術文化学部は、
「ネクストジャパン」というテーマのもと、この課題
の解決にむけた研究・支援活動を進めております。今
後も、このような話し合いの場が持てればと思います
ので、よろしくお願いします。
■ コーディネーター紹介
前田
　専門はパッケージデザインで、25年余の間様々な
パッケージをデザインしてきた。その過程の中で、エ
コに興味を持ち、ゴミを出さないパッケージ、プラ
マークのデザインをはじめ、商品のパッケージからそ
の中身である商品の開発に携わり、販売戦略を手掛け
る。現在は、芸術文化にかかわる人材の育成を学部長
として推進。
杉野
　専門は自動車のデザインで、２７年間内外装のデ
ザインを担当、ケンメリ・スカイラインのコックピッ
ト、スカイライン・ジャパンの顔のデザイン、３代続
けてローレルのデザイン等を手がける。商品企画室で
グローバルマーケティングを含む中長期商品戦略企
画、市場調査の関係会社経営に携わる。現在、デザイ
ンマネジメントの教育研究を推進。
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